
JP WO2015/190284 A1 2015.12.17

(57)【要約】
 湾曲部と、ワイヤ１０と、内部にワイヤ１０が挿通さ
れているとともに、素線２１が長手軸方向Ｎに沿って螺
旋状に巻回され、素線２１の内、長手軸方向Ｎにおいて
隣り合う素線２１同士の少なくとも１つの外周面２１ｇ
の接触点２２が、長手軸方向Ｎを含む断面において、一
方向Ｋａにおける素線２１の外周面２１ｇにおける最外
縁２１ｏと最内縁２１ｉとの中間位置２１ｃよりも最内
縁２１ｉ側にずれて位置するよう構成されたコイルシー
ス２０と、を具備している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
 牽引によって動作する作動部材と、
 前記作動部材を牽引するワイヤと、
 内部に前記ワイヤが挿通されているとともに、素線が前記ワイヤの長手軸方向に沿って
螺旋状に巻回され、前記素線の内、前記長手軸方向において隣り合う前記素線同士の少な
くとも１つの外周面の接触点が、前記長手軸を含む断面において、前記ワイヤの径方向に
おける前記素線の最外縁と最内縁との中間位置よりも前記最内縁側にずれて位置するよう
構成されたコイルシースと、
 を具備していることを特徴とする医療器具。
【請求項２】
 前記素線の前記外周面は、前記径方向における前記最内縁が位置する側が平面となるよ
う形成されていることを特徴とする請求項１に記載の医療器具。
【請求項３】
 前記素線の前記外周面は、前記径方向における前記最外縁が位置する側が平面となるよ
う形成されていることを特徴とする請求項１に記載の医療器具。
【請求項４】
 前記長手軸方向において隣り合う前記素線同士の前記接触点は、少なくとも一方が曲面
の前記外周面に構成されていることを特徴とする請求項１に記載の医療器具。
【請求項５】
 前記長手軸方向の先端に前記作動部材が連設され、内部に前記ワイヤ及び前記コイルシ
ースが挿通された可撓性を備えた可撓管を有することを特徴とする請求項１に記載の医療
器具。
【請求項６】
　前記ワイヤを牽引する操作入力部をさらに具備することを特徴とする請求項１に記載の
医療器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、牽引によって動作する作動部材を具備する医療器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
 近年、被検体内に挿入される医療器具、例えば内視鏡は、医療分野において広く利用さ
れている。内視鏡は、細長い挿入部を被検体内に挿入することにより、被検体内の被検部
位の観察や処置等を行うことができる。
【０００３】
　ここで、内視鏡の挿入部に、作動部材、例えば複数方向に湾曲自在な湾曲部が設けられ
た構成が周知である。
【０００４】
 湾曲部は、管路内の屈曲部における挿入部の進行性を向上させる他、挿入部において湾
曲部における挿入部の長手軸方向の先端（以下、単に先端と称す）に連設された先端部に
設けられた観察光学系の観察方向を可変させる。
【０００５】
 通常、湾曲部は、複数の湾曲駒が挿入部の長手軸方向に沿って連結されることにより、
例えば上下左右の４方向に湾曲自在となるよう構成されている。
【０００６】
 具体的には、挿入部内において長手軸方向の前後に移動自在となるよう挿通されるとと
もに、複数の湾曲駒の内、最も長手軸方向の先端側（以下、単に先端側と称す）に位置す
る湾曲駒に先端が固定された４本のワイヤのいずれかが操作部の操作入力部が用いられて
牽引操作されることにより、湾曲部は上下左右のいずれかの方向に湾曲自在となっている
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。
【０００７】
 また、挿入部において湾曲部の長手軸方向の基端（以下、単に基端と称す）に可撓性を
有するとともに長手軸方向に細長な可撓管が連設されている。
【０００８】
 ここで、日本国特開２０１１－１２０６８７号公報には、可撓管内において、長手軸方
向に沿って素線が螺旋状に密巻された４本のコイルシース内に４本のワイヤが挿通されて
いるとともに、各コイルシースの先端が可撓管の先端に固定され、基端が操作部内におい
て固定された構成が開示されている。
【０００９】
 各コイルシースは、各ワイヤを可撓管の径方向及び周方向にずれてしまうことなく長手
軸方向に沿って移動自在となるようガイドする。また、各コイルシースは、各ワイヤの牽
引に伴って湾曲部が湾曲された際、先端及び基端が固定されていることによって長手軸方
向に圧縮されることにより、可撓管までもが湾曲部とともに湾曲してしまうことを防ぐ機
能を有している。
【００１０】
　図１３は、従来のコイルシース内にワイヤが挿通されている状態を示すワイヤの長手軸
方向を含む部分断面図、図１４は、図１３のコイルシースが湾曲されワイヤがコイルシー
ス内に引き込まれている状態を示すワイヤの長手軸方向を含む部分断面図である。
【００１１】
　ところで、挿入部を被検体内に挿入した際、可撓管は可撓性を有することから、被検体
内の形状に沿って受動的に湾曲する。可撓管が湾曲すると、可撓管内に設けられているコ
イルシース１２０も、図１３に示すように長手軸方向Ｎに沿った直線状態から図１４に示
すように湾曲する。
【００１２】
　しかしながら、コイルシース１２０が湾曲してしまうと、コイルシース１２０内に挿通
されているワイヤ１１０は、コイルシース１２０の湾曲分だけ、コイルシース１２０内に
引き込まれてしまう。
【００１３】
 具体的には、図１３に示すように、コイルシース１２０の長手軸方向Ｎにおける所定の
範囲の長さをＬとし、長さＬにおいてコイルシース１２０内に挿通されているワイヤ１１
０の長手軸方向Ｎの長さをＭとした場合、図１４に示すように、コイルシース１２０が湾
曲してしまうと、ワイヤ１１０は、Ｍ’－Ｍだけ伸張することから弾性変形してしまう。
【００１４】
　より具体的には、所定の範囲Ｌにおいてコイルシース１２０の湾曲に伴い、ワイヤ１１
０が引き込まれてしまう量は、コイルシース１２０を構成する素線１２１同士の接触点１
２２から素線１２１の外周面までの距離ａ、ワイヤ１１０の径ｂ、コイルシース１２０の
湾曲角度θ、湾曲方向内側のコイルシース１２０の半径Ｒにより規定される。
【００１５】
 これは、コイルシース１２０が湾曲した後のコイルシース１２０の湾曲方向内側の長さ
Ｌ’は、Ｌ’＝２πＲ×θ／３６０となり、弾性変形後のワイヤ１１０の長さＭ’は、Ｍ
’＝２π（Ｒ＋ａ＋ｂ／２）×θ／３６０となることから、ワイヤ１１０の引き込まれ量
は、Ｍ’－Ｌ’＝（２π（Ｒ＋ａ＋ｂ／２）－２πＲ）×θ／３６０＝πθ（ａ＋ｂ／２
）／１８０と規定できるためである。
【００１６】
　また、湾曲部を湾曲させるためワイヤ１１０を牽引した際、ワイヤ１１０は湾曲方向内
側のコイルシース１２０に接触する。
【００１７】
 ところが、図１４に示すように、ワイヤ１１０が弾性変形し、コイルシース１２０が湾
曲してしまうと、図１３に示すようなワイヤ１１０が弾性変形しておらずコイルシース１
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２０も湾曲していない場合と比べて、湾曲方向内側のコイルシース１２０に対するワイヤ
１１０の摩擦抵抗が大きくなってしまい、ワイヤ１１０の牽引力量が大きくなってしまう
といった問題があった。
【００１８】
　このような問題に鑑み、素線１２１を小径化することによって、接触点１２２からワイ
ヤ１１０の径方向の中心までの距離ｃを小さくすることにより、コイルシース１２０が湾
曲した際のワイヤ１１０の引き込まれ量、即ち弾性変形量を小さくする構成も考えらえる
。これは、距離ｃが小さい程、長さＭ’は小さくなるためである。
【００１９】
　しかしながら、湾曲部が湾曲している際、即ち、コイルシース１２０に長手軸方向Ｎに
沿って圧縮力が付与されている状態において、可撓管が湾曲され、コイルシース１２０が
湾曲されてしまうと、素線１２１間に対して長手軸方向Ｎに直交するせん断方向Ｚにせん
断力が付与され、素線１２１がせん断方向Ｚにずれやすくなってしまう。
【００２０】
 コイルシース１２０の長手軸方向Nに圧縮力が負荷されていない場合、素線１２１の接触
点１２２において素線１２０同士は点接触をしている。一方、コイルシース１２０の長手
軸方向Nに圧縮力が負荷された場合、素線１２１の接触点１２２において素線１２０は弾
性変形して面接触となる。
【００２１】
 ここで、素線１２１が小径な程、素線１２１同士の接触点１２２における接触面積が小
さくなるため、素線１２１はせん断方向Ｚにずれやすくなってしまうといった問題がある
。
【００２２】
 素線１２１がせん断方向にずれてしまうと、コイルシース１２０全長が長手軸方向Ｎに
縮んでしまい、ワイヤ１１０の牽引量が小さくなり湾曲部を最大湾曲角度まで湾曲できな
くなってしまう。
【００２３】
　尚、以上の問題は、内視鏡に限定されず、可撓性を有する可撓管の内部にワイヤ及びコ
イルシースを有する処置具等の他の医療器具においても同様である。
【００２４】
 本発明は、上記問題点及び事情に鑑みなされたものであり、コイルシース内に挿通され
るとともに作動部材を動作させるワイヤにおける可撓管の湾曲に伴う弾性変形量を、コイ
ルシースのせん断方向への素線ずれを防いで従来よりも小さくすることができる構成を具
備する医療器具を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００２５】
 本発明の一態様による医療器具は、牽引によって動作する作動部材と、前記作動部材を
牽引するワイヤと、内部に前記ワイヤが挿通されているとともに、素線が前記ワイヤの長
手軸方向に沿って螺旋状に巻回され、前記素線の内、前記長手軸方向において隣り合う前
記素線同士の少なくとも１つの外周面の接触点が、前記長手軸を含む断面において、前記
ワイヤの径方向における前記素線の最外縁と最内縁との中間位置よりも前記最内縁側にず
れて位置するよう構成されたコイルシースと、を具備している。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】第１実施の形態の内視鏡の外観を示す図
【図２】図２は、図１中のII-II線に沿う挿入部の部分断面図
【図３】図２中のIII-III線に沿うコイルシース及びワイヤの長手軸方向を含む部分断面
図
【図４】図３のコイルシースが湾曲され、ワイヤがコイルシース内に引き込まれている状
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態を示すワイヤの長手軸方向を含む部分断面図
【図５】素線が真円の断面形状を有するコイルシース及びワイヤの長手軸方向を含む部分
断面図
【図６】図５のコイルシースが湾曲され、ワイヤがコイルシース内に引き込まれている状
態を示すワイヤの長手軸方向を含む部分断面図
【図７】第２実施の形態を示す内視鏡の挿入部内に設けられたコイルシース及びワイヤの
長手軸方向を含む部分断面図
【図８】図７のコイルシースが湾曲され、ワイヤがコイルシース内に引き込まれている状
態を示すワイヤの長手軸方向を含む部分断面図
【図９】第３実施の形態を示す内視鏡の挿入部内に設けられたコイルシース及びワイヤの
長手軸方向を含む部分断面図
【図１０】図９のコイルシースが湾曲され、ワイヤがコイルシース内に引き込まれている
状態を示すワイヤの長手軸方向を含む部分断面図
【図１１】第４実施の形態を示す内視鏡の挿入部内に設けられたコイルシース及びワイヤ
の長手軸方向を含む部分断面図
【図１２】図１０のコイルシースが湾曲され、ワイヤがコイルシース内に引き込まれてい
る状態を示すワイヤの長手軸方向を含む部分断面図
【図１３】従来のコイルシース内にワイヤが挿通されている状態を示すワイヤの長手軸方
向を含む部分断面図
【図１４】図１３のコイルシースが湾曲されワイヤがコイルシース内に引き込まれている
状態を示すワイヤの長手軸方向を含む部分断面図
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、図面は模式的なものであり
、各部材の厚みと幅との関係、それぞれの部材の厚みの比率などは現実のものとは異なる
ことに留意すべきであり、図面の相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分
が含まれていることは勿論である。
【００２８】
尚、以下、医療器具は、内視鏡を例に挙げて説明する。
【００２９】
（第１実施の形態）
 図１は、本実施の形態の内視鏡の外観を示す図である。　
 図１に示すように、内視鏡１は、被検体内に挿入される挿入部２と、該挿入部２の基端
に連設された操作部３と、該操作部３から延出されたユニバーサルコード８と、該ユニバ
ーサルコード８の延出端に設けられたコネクタ９とを具備して主要部が構成されている。
尚、コネクタ９を介して、内視鏡１は、制御装置や照明装置等の外部装置と電気的に接続
される。
【００３０】
 挿入部２は、該挿入部２の長手軸方向Ｎに沿って延在する長尺な可撓性を有する可撓管
２ｋと、該可撓管２ｋの先端に連設された作動部材である湾曲部２ｗと、該湾曲部２ｗの
先端に連設された先端部２ｓとを具備して主要部が構成されている。
【００３１】
 先端部２ｓ内には、被検体内を撮像する図示しない撮像ユニットや、被検体内に照明光
を供給する図示しない照明ユニット等が設けられている。
【００３２】
 湾曲部２ｗは、操作部３に設けられた後述する湾曲操作ノブ４、６により、例えば上下
左右の４方向に湾曲自在となっている。
【００３３】
 具体的には、操作部３に、湾曲部２ｗを上下方向に湾曲させる操作入力部である湾曲操
作ノブ４と、左右方向に湾曲させる操作入力部である湾曲操作ノブ６とが設けられている
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【００３４】
 また、操作部３内に、湾曲操作ノブ４とともに回動することにより、挿入部２及び操作
部３内に挿通された後述するワイヤ１０ｕ、１０ｄ（図２参照）を牽引弛緩することによ
り、湾曲部２ｗを上下方向に湾曲させる図示しない上下湾曲用プーリが設けられている。
【００３５】
 さらに、操作部３内に、湾曲操作ノブ６とともに回動することにより、挿入部２及び操
作部３内に挿通された後述するワイヤ１０ｒ、１０ｌ（図２参照、ワイヤ１０ｒは図示さ
れず）を牽引弛緩することにより、湾曲部２ｗを左右方向に湾曲させる左右湾曲用プーリ
が設けられている。
【００３６】
 尚、上下湾曲用プーリ及び左右湾曲用プーリの構成は周知であるため、図面を用いた詳
しい説明は省略する。
【００３７】
 また、操作部３に、湾曲操作ノブ４の回動位置を固定する固定レバー５が設けられてい
るとともに、湾曲操作ノブ６の回動位置を固定する固定ノブ７が設けられている。
【００３８】
 次に、図１の挿入部の先端側における本実施の形態に係わる主要部の構成について、図
２を用いて説明する。図２は、図１中のII-II線に沿う挿入部の部分断面図である。
【００３９】
 図２に示すように、湾曲部２ｗの内部には、複数の筒状の湾曲駒１１が、長手軸方向Ｎ
に沿って連結されて設けられている。尚、複数の湾曲駒１１は、長手軸方向Ｎにおいて隣
り合う駒と上下左右の４方向に湾曲自在となるようリベット１２により回動自在に連結さ
れている。
【００４０】
 複数の湾曲駒１１の外周には、ブレード１６が被覆されており、該ブレード１６の外周
に湾曲ゴム１７が被覆されている。
【００４１】
 挿入部２及び操作部３内には、湾曲部２ｗを作動させる、即ち湾曲させる長手軸方向Ｎ
の前後（以下、単に前後と称す）に移動自在な、例えば４本のワイヤ１０ｒ、１０ｌ、１
０ｕ、１０ｄ（ワイヤ１０ｒは図示されず）が、互いに挿入部２の円周方向に略９０°づ
つずれて挿通されている。
【００４２】
 各ワイヤ１０ｒ～１０ｄの先端は、湾曲部２ｗ内に設けられた複数の湾曲駒１１の内、
最も先端側に位置する湾曲駒１１ａに対し固定されている。
【００４３】
 また、ワイヤ１０ｒ～１０ｄが各湾曲駒１１の内周面に沿うとともに互いに円周方向に
略９０°づつずれて位置するようワイヤ１０ｒ～１０ｄを保持する管状のガイド１５ｒ、
１５ｌ、１５ｕ、１５ｄ（ガイド１５ｒは図示されず）が、各湾曲駒１１の内周面に複数
固定されている。
【００４４】
 具体的には、ガイド１５ｒ～１５ｄも円周方向に略９０°づつずれて固定されている。
また、複数のガイド１５ｒ内には、ワイヤ１０ｒが挿通され、複数のガイド１５ｌ内には
、ワイヤ１０ｌが挿通され、複数のガイド１５ｕ内には、ワイヤ１０ｕが挿通され、複数
のガイド１５ｄ内には、ワイヤ１０ｄが挿通されている。
【００４５】
 尚、上下湾曲用の２本のワイヤ１０ｕ、１０ｄの各基端は、上述した上下湾曲用プーリ
に巻回され、左右湾曲用の２本のワイヤ１０ｒ、１０ｌの各基端は、上述した左右湾曲用
プーリに巻回されている。
【００４６】
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 即ち、湾曲操作ノブ４が操作されると、２本の上下用のワイヤ１０ｕ、１０ｄは、上下
湾曲用プーリにより、一方が長手軸方向Ｎの後方に移動され他方が長手軸方向Ｎの前方に
移動される、即ち、一方が牽引され他方が弛緩されることにより、湾曲部２ｗは上下のい
ずれかの方向に湾曲する。
【００４７】
 また、湾曲操作ノブ６が操作されると、２本の左右用のワイヤ１０ｒ、１０ｌは、左右
湾曲用プーリにより、一方が長手軸方向Ｎの後方に移動され他方が長手軸方向Ｎの前方に
移動される、即ち、一方が牽引され他方が弛緩されることにより、湾曲部２ｗは左右いず
れかの方向に湾曲する。
【００４８】
 また、湾曲駒１１の内、最も基端側に位置する湾曲駒１１ｚの内周には、連結部材１８
の先端側が固定されており、連結部材１８の基端側の内周には、可撓管２ｋを構成するブ
レードの先端側が固定されている。
【００４９】
 尚、ブレードは、例えば金属から構成された螺旋管２５と、該螺旋管２５の外周に被覆
された網状管２６とから構成されており、網状管２６の外周には、外皮チューブ２７が被
覆されている。
【００５０】
 また、可撓管２ｋ内に挿通された４本の各ワイヤ１０ｒ～１０ｄの外周には、例えば柔
軟であって長手軸方向Ｎに沿って細長なコイルシース２０ｒ、２０ｌ、２０ｕ、２０ｄ（
コイルシース２０ｒは図示されず）がそれぞれ被覆されている。
【００５１】
 即ち、可撓管２ｋ内においては、各コイルシース２０ｒ～２０ｄは、可撓管２ｋの円周
方向において互いに略９０°ずつずれた位置に４本挿通されている。
【００５２】
 また、各コイルシース２０ｒ～２０ｄの先端は、可撓管２ｋの先端、具体的には、連結
部材１８に、例えばロウ付けによりそれぞれ固定されている。さらに、各コイルシース２
０ｒ～２０ｄの基端は、操作部３内において固定されている。
【００５３】
 各コイルシース２０ｒ～２０ｄは、各ワイヤ１０ｒ～１０ｄの牽引に伴って湾曲部２ｗ
が湾曲された際、先端及び基端が固定されていることによって長手軸方向Ｎに圧縮される
ことにより、可撓管２ｋまでもが湾曲部２ｗとともに湾曲してしまうことを防ぐ機能を有
している。
【００５４】
 尚、コイルシース２０ｒ～２０ｄは、例えば柔軟な材質であるステンレスの密着巻きコ
イルから形成されている。
【００５５】
 各コイルシース２０ｒ～２０ｄが柔軟なコイルパイプから構成されているのは、例えば
金属製の硬質なパイプを各ワイヤ１０ｒ～１０ｄの外周に被覆してしまうと、可撓管２ｋ
の可撓性が低下してしまうためである。
【００５６】
 よって、各コイルシース２０ｒ～２０ｄは、可撓管２ｋの可撓性を低下させないもので
あって、湾曲部２ｗの湾曲の際、各コイルシース２０ｒ～２０ｄの長手軸方向Ｎに沿って
働く圧縮力に抗することができるものであれば、各コイルシース２０ｒ～２０ｄを構成す
る部材は、コイルに限定されない。
【００５７】
 次に、各コイルシース２０ｒ～２０ｄの素線形状について、図３～図６を用いて説明す
る。
【００５８】
 図３は、図２中のIII-III線に沿うコイルシース及びワイヤの長手軸方向を含む部分断面
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図、図４は、図３のコイルシースが湾曲され、ワイヤがコイルシース内に引き込まれてい
る状態を示すワイヤの長手軸方向を含む部分断面図である。
【００５９】
 また、図５は、素線が真円の断面形状を有するコイルシース及びワイヤの長手軸方向を
含む部分断面図、図６は、図５のコイルシースが湾曲され、ワイヤがコイルシース内に引
き込まれている状態を示すワイヤの長手軸方向を含む部分断面図である。
【００６０】
 尚、以下、ワイヤ１０ｒ～１０ｄ、コイルシース２０ｒ～２０ｄの素線形状を簡単に説
明するため、ワイヤ１０ｒ～１０ｄ、コイルシース２０ｒ～２０ｄは、ワイヤ１０、コイ
ルシース２０として示す。即ち、ワイヤ１０、コイルシース２０として示されているもの
は、ワイヤ１０ｒ～１０ｄ、コイルシース２０ｒ～２０ｄの構成を示している。
【００６１】
 図３、図４に示すように、コイルシース２０は、素線２１が長手軸方向Ｎに沿って螺旋
状に巻回されている。
【００６２】
 各素線２１は、該素線２１の内、長手軸方向Ｎにおいて隣り合う素線２１同士の外周面
２１ｇの接触点２２を長手軸方向Ｎに結ぶ線２１ｓが、長手軸方向Ｎを含む断面において
、長手軸方向Ｎに直交する径方向Ｋの一方向Ｋａにおける素線２１の外周面２１ｇにおけ
る最外縁２１ｏと最内縁２１ｉとの中間位置２１ｃよりも、最内縁２１ｉ側にずれて位置
する形状を有している。
【００６３】
 即ち、各接触点２２が中間位置２１ｃよりも最内縁２１ｉ側にずれて位置する形状を有
している。
【００６４】
 尚、接触点２２においては、各素線２１の曲面を有する外周面２１ｇ同士が接触してい
る、即ち、各接触点２２は、各素線２１の外周面２１ｇにおいて曲面に構成されている。
【００６５】
 具体的には、各素線２１は、半径ｐの真円に対して、最内縁２１ｉが曲面を有して一方
向Ｋａに潰れた円形の断面形状を有している。尚、長手軸方向Ｎにおいて隣り合う一対の
素線２１同士の接触点２２の個数は１個に限定されない。
【００６６】
 また、素線２１の外周面２１ｇの形状を上述の形状にする方法としては、型成型等が挙
げられる。
【００６７】
 このように、本実施の形態においては、コイルシース２０を構成する素線２１は、各接
触点２２が、一方向Ｋａにおける素線２１の外周面２１ｇにおける最外縁２１ｏと最内縁
２１ｉとの中間位置２１ｃよりも、最内縁２１ｉ側にずれて位置する断面形状を有してい
る、即ち、半径ｐの真円に対して、最内縁２１ｉが曲面を有して一方向Ｋａに潰れた円形
の断面形状を有していると示した。
【００６８】
 このことによれば、素線２１は、図５に示すように、半径ｐの真円の断面形状を有して
いる場合と比して、最内縁２１ｉを、径ｂを有するワイヤ１０の外周に近接させて配置す
ることができる。このことから、コイルシース２０の小径化を図ることができる（Ｋ１＜
Ｋ０）。このため、可撓管２ｋの径も小さくできるとともに、接触点２２からワイヤ１０
の径方向Ｋの中心までの距離ｄを短くすることが（ｄ＜ｃ’）できる。
【００６９】
 よって、被検体内に挿入部２が挿入された際、可撓管２ｋが被検体内の形状に起因して
受動的に湾曲し、図４に示すようにコイルシース２０も湾曲されてしまった際、図３に示
すように、コイルシース２０の長手軸方向Ｎにおける所定の範囲の長さをＬとし、長さＬ
においてコイルシース２０内に挿通されているワイヤ１０の長手軸方向Ｎの長さをＭとし
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た場合、図４に示すように、ワイヤ１０は、Ｍ１－Ｍだけ伸張することから弾性変形して
しまう。
【００７０】
　より具体的には、上述したように、弾性変形後のワイヤ１０の長さＭ１は、Ｍ１＝２π
（Ｒ＋ｐ１＋ｂ／２）×θ／３６０となることから（ｐ１＜ｐ）、ワイヤ１０の弾性変形
量は、Ｍ１－Ｌ’＝πθ（ｐ１＋ｂ／２）／１８０と規定でき、図６に示すように従来の
弾性変形後のワイヤ１０の長さＭ０より短くなった分だけ（Ｍ１＜Ｍ０）、この弾性変形
量を、図５に示すように、素線２１が半径ｐの真円の断面形状を有している場合よりも、
距離ｄを距離ｃ’より短くする（ｄ＜ｃ’）ことができることによって小さくすることが
できる。
【００７１】
 よって、湾曲部２ｗを湾曲させるためワイヤ１０を牽引した際、ワイヤ１０は湾曲方向
内側のコイルシース２０に接触するが、図５、図６に示すように、素線２１が半径ｐの真
円の断面形状を有している場合よりも、ワイヤ１０の張力を減らすことができる。
【００７２】
 このことから、湾曲方向内側のコイルシース２０に対するワイヤ１０の摩擦抵抗を小さ
くすることができるため、ワイヤ１０の牽引力量を小さくすることができる。
【００７３】
 また、図３、図４に示すように、各素線２１は、十分な断面積、即ち肉厚を有している
とともに、接触点２２における各素線２１同士の接触面積は、図５、図６に示す従来と変
わらないことから、一方向Ｐａ、即ち、せん断方向において、素線２１がずれにくくなり
、素線２１の耐久性が向上する。
【００７４】
 以上から、コイルシース２０内に挿通されるとともに湾曲部２ｗを湾曲させるワイヤ１
０における可撓管２ｋの湾曲に伴う弾性変形量を、コイルシース２０のせん断方向への素
線ずれを防いで従来よりも小さくすることができる構成を具備する内視鏡１を提供するこ
とができる。
【００７５】
（第２実施の形態）
　図７は、本実施の形態を示す内視鏡の挿入部内に設けられたコイルシース及びワイヤの
長手軸方向を含む部分断面図、図８は、図７のコイルシースが湾曲され、ワイヤがコイル
シース内に引き込まれている状態を示すワイヤの長手軸方向を含む部分断面図である。
【００７６】
 この第２実施の形態の内視鏡の構成は、上述した図１～図４に示した第１実施の形態の
内視鏡と比して、コイルシースの素線の外周面における最内縁が位置する側が平面に形成
されている点が異なる。よって、この相違点のみを説明し、第１実施の形態と同様の構成
には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００７７】
　図７、図８に示すように、本実施の形態においては、コイルシース２０を構成する各素
線２１の外周面２１ｇの一方向Ｋａにおける最内縁２１ｉが位置する側が平面に形成され
ている。
【００７８】
 尚、外周面２１ｇの最内縁２１ｉが位置する側を平面にする方法としては、素線２１を
巻回する前に、ローラ等で最内縁２１ｉが位置する側を平面にする方法や型成型にて素線
２１を上述の形状に形成する方法等が挙げられる。
【００７９】
　尚、その他の構成は、上述した第１実施の形態と同じである。
【００８０】
　このような構成によれば、各素線２１の外周面２１ｇにおいて最内縁２１ｉが位置する
側が平面に形成されていることにより、各素線２１の一方向Ｋａにおける肉厚が上述した
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第１実施の形態よりも薄肉になるため、最内縁２１ｉが位置する側を、よりワイヤ１０の
外周側へと近接させることができる。
【００８１】
 このため、接触点２２からワイヤ１０の径方向Ｋの中心までの距離ｅを、接触点２２に
おける各素線２１同士の接触面積を上述した第１実施の形態と同じに確保したまま、上述
した第１実施の形態よりも短くすることができる（ｅ＜ｄ）。さらに、コイルシース２０
の径Ｋ２も、上述した第１実施の形態よりも小さくすることができる（Ｋ２＜Ｋ１）こと
から、可撓管２ｋの径も小さくすることができる。
【００８２】
 また、図８に示すように、弾性変形後のワイヤ１０の長さＭ２は、Ｍ２＝２π（Ｒ＋ｐ
２＋ｂ／２）×θ／３６０となることから（ｐ２＜ｐ１）、ワイヤ１０の弾性変形量は、
Ｍ２－Ｌ’＝πθ（ｐ２＋ｂ／２）／１８０と規定でき、第１実施形態の弾性変形後のワ
イヤ１０の長さＭ１より短くなった分だけ（Ｍ２＜Ｍ１）、この弾性変形量を、図８に示
すように、第１実施の形態の弾性変形量よりも、距離ｅを距離ｄより短くする（ｅ＜ｄ）
ことができることにより小さくすることができる。
【００８３】
　尚、その他の効果は、上述した第１実施の形態と同じである。
【００８４】
（第３実施の形態）
　図９は、本実施の形態を示す内視鏡の挿入部内に設けられたコイルシース及びワイヤの
長手軸方向を含む部分断面図、図１０は、図９のコイルシースが湾曲され、ワイヤがコイ
ルシース内に引き込まれている状態を示すワイヤの長手軸方向を含む部分断面図である。
【００８５】
 この第３実施の形態の内視鏡の構成は、上述した図７、図８に示した第２実施の形態の
内視鏡と比して、コイルシースの素線の外周面における最外縁が位置する側が平面に形成
されている点が異なる。よって、この相違点のみを説明し、第２実施の形態と同様の構成
には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００８６】
 図９、図１０に示すように、本実施の形態においては、第２実施の形態と同様に、コイ
ルシース２０を構成する各素線２１の外周面２１ｇの一方向Ｋａにおける最内縁２１ｉが
位置する側が平面に形成されている。
【００８７】
　さらに、コイルシース２０を構成する各素線２１の外周面２１ｇの一方向Ｋａにおける
最外縁２１ｏが位置する側も平面に形成されている。
【００８８】
 尚、外周面２１ｇの最外縁２１ｏが位置する側を平面にする方法としては、最内縁２１
ｉが位置する側と同様に、素線２１を巻回する前に、ローラ等で最外縁２１ｏが位置する
側を平面にする方法や型成型にて素線２１を上述の形状に形成する方法等が挙げられる。
【００８９】
　また、その他の構成は、上述した第２実施の形態と同じである。
【００９０】
　このような構成によれば、各素線２１の外周面２１ｇにおいて最内縁２１ｉが位置する
側が平面に形成されているとともに最外縁２１ｏが位置する側も平面に形成されているこ
とにより、各素線２１の一方向Ｋａにおける肉厚が上述した第２実施の形態よりも薄肉に
なる。このため、コイルシース２０の径Ｋ３も、上述した第２実施の形態よりも小さくす
ることができる（Ｋ３＜Ｋ２）ことから、可撓管２ｋの径も小さくすることができる。
【００９１】
　尚、その他の効果は、上述した第２実施の形態と同じである。
【００９２】
 また、本実施の形態においては、少なくともコイルシース２０を構成する各素線２１の
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外周面２１ｇの一方向Ｋａにおける最外縁２１ｏが位置する側のみが平面に形成されてい
ても構わない。
【００９３】
 即ち、コイルシース２０を構成する各素線２１の外周面２１ｇの一方向Ｋａにおける最
内縁２１ｉが位置する側は、平面に形成されていなくても良い。
【００９４】
（第４実施の形態）
　図１１は、本実施の形態を示す内視鏡の挿入部内に設けられたコイルシース及びワイヤ
の長手軸方向を含む部分断面図、図１２は、図１０のコイルシースが湾曲され、ワイヤが
コイルシース内に引き込まれている状態を示すワイヤの長手軸方向を含む部分断面図であ
る。
【００９５】
 この第４実施の形態の内視鏡の構成は、上述した図９、図１０に示した第３実施の形態
の内視鏡と比して、コイルシースの素線同士の接触点において一方が平面に構成されてい
る点が異なる。よって、この相違点のみを説明し、第３実施の形態と同様の構成には同じ
符号を付し、その説明は省略する。
【００９６】
 上述した第１～第３実施の形態においては、接触点２２においては、各素線２１の曲面
を有する外周面２１ｇ同士が接触している、即ち、各接触点２２は、各素線２１の外周面
２１ｇにおいて曲面に構成されていると示した。
【００９７】
 これに限らず、図１１、図１２に示すように、隣り合う素線２１同士において、一方の
接触点２２が平面に構成されていても構わない。
【００９８】
 尚、その他の構成は、上述した第３実施の形態と同じである。また、素線２１の外周面
２１ｇにおいて、一方向Ｋａにおける最内縁２１ｉ及び最外縁２１ｏが位置する側は、い
ずれも平面に形成されていなくとも良い。
【００９９】
 また、素線２１の外周面２１ｇの形状を上述の形状にする方法としては、型成型等が挙
げられる。
【０１００】
 このような構成によれば、可撓管２ｋが湾曲された際、コイルシース２０は、スムーズ
に湾曲するとともに、素線２１同士がせん断方向にずれたとしても、隣り合う素線２１同
士において、一方の接触点２２が平面に構成されている。このことから、他方の曲面に構
成された接触点２２は、せん断方向にずれるだけとなるため、コイルシース２０の長手軸
方向Ｎの全長が変化してしまうことがない。
【０１０１】
 これは、曲面に形成された接触点２２同士の接触においては、素線２１同士がせん断方
向にずれた際、一方の素線２１の接触点２２が他方の素線２１の外周面２１ｇの曲面形状
に沿って移動してしまい、コイルシース２０の全長がその分だけ長手軸方向Ｎに短くなっ
てしまうためである、
　尚、その他の効果は、上述した第３実施の形態と同じである。
【０１０２】
　また、上述した第１～第４実施の形態においては、医療器具は、内視鏡１を例に挙げて
説明したが、これに限らず、例えば内視鏡のチャンネル内に挿通自在なマニピュレータ等
の、可撓管内にコイルシース及びワイヤを有し、ワイヤの牽引により把持部が作動する処
置具であっても適用可能であることは云うまでもない。
【０１０３】

　本出願は、２０１４年６月９日に日本国に出願された特願２０１４－１１８８０５号を
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優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範囲、
図面に引用されたものである。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月29日(2015.10.29)
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、牽引によって動作する湾曲部を具備する内視鏡に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明は、上記問題点及び事情に鑑みなされたものであり、コイルシース内に挿通され
るとともに湾曲部を動作させるワイヤにおける可撓管の湾曲に伴う弾性変形量を、コイル
シースのせん断方向への素線ずれを防いで従来よりも小さくすることができる構成を具備
する内視鏡を提供することを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
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　本発明の一態様による内視鏡は、湾曲可能な湾曲部と、前記湾曲部を湾曲させるために
牽引されるワイヤと、外周面のうち一方側が曲面に形成され他方側が平面に形成される単
一の素線を有し、内部に前記ワイヤが挿通されるとともに、前記素線の曲面に形成された
前記外周面と平面に形成された前記外周面とが接触するように前記素線を前記ワイヤの長
手軸方向に沿って螺旋状に巻回して構成されたコイルシースと、を具備している。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湾曲可能な湾曲部と、
　前記湾曲部を湾曲させるために牽引されるワイヤと、
　外周面のうち一方側が曲面に形成され他方側が平面に形成される単一の素線を有し、内
部に前記ワイヤが挿通されるとともに、前記素線の曲面に形成された前記外周面と平面に
形成された前記外周面とが接触するように前記素線を前記ワイヤの長手軸方向に沿って螺
旋状に巻回して構成されたコイルシースと、
　を具備していることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記コイルシースは、前記素線の内、前記長手軸方向において隣り合う前記素線同士の
少なくとも１つの前記外周面の接触点が、前記長手軸を含む断面において、前記ワイヤの
径方向における前記素線の最外縁と最内縁との中間位置よりも前記最内縁側にずれて位置
するよう構成されたことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記素線は、前記径方向における前記最内縁が位置する前記外周面が平面となるよう形
成されていることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記素線は、前記径方向における前記最外縁が位置する前記外周面が平面となるよう形
成されていることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記長手軸方向の先端に前記湾曲部が連設され、内部に前記ワイヤ及び前記コイルシー
スが挿通された可撓性を備えた可撓管を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
。
【請求項６】
　前記ワイヤを牽引する操作入力部をさらに具備することを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡。



(16) JP WO2015/190284 A1 2015.12.17

10

20

30

40

【国際調査報告】



(17) JP WO2015/190284 A1 2015.12.17

10

20

30

40



(18) JP WO2015/190284 A1 2015.12.17

10

20

30

40



(19) JP WO2015/190284 A1 2015.12.17

10

20

30

40



(20) JP WO2015/190284 A1 2015.12.17

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 内视镜

公开(公告)号 JPWO2015190284A1 公开(公告)日 2017-04-20

申请号 JP2015553700 申请日 2015-05-26

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 梯大悟

发明人 梯 大悟

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/24

CPC分类号 A61B1/0055 A61B1/00071 A61B1/005 A61B1/0052 A61B1/0057 A61B1/0607 A61M25/0012 A61M25
/0045 A61M25/005 A61M2025/09066 F16L11/10 G02B23/2476

FI分类号 A61B1/00.310.G G02B23/24.A

F-TERM分类号 2H040/BA21 2H040/DA03 2H040/DA14 2H040/DA21 4C161/DD03 4C161/HH39 4C161/JJ06

代理人(译) 伊藤 进
长谷川 靖
ShinoUra修

优先权 2014118805 2014-06-09 JP

其他公开文献 JP5897237B1

外部链接 Espacenet

摘要(译)

弯曲部，线材10和插入其中的线材10，线材21沿纵向轴线方向N螺旋地
缠绕，并且线材21在纵向轴线方向N上相邻。 线材21之间的至少一个外
周面21g的接触点22在包括纵向轴线方向N的截面中是在一个方向Ka上的
线材21的外周面21g的最外边缘21o与最内边缘21i之间的中间位置21c。 
线圈护套20布置成比最内边缘21i更向最内边缘21i侧移位。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/78079bc6-4a6c-4845-9c8f-26a735b32397
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/054833387/publication/JPWO2015190284A1?q=JPWO2015190284A1

